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管内の概要 

 管内は、南北に細長く伸びる石川県の中央部に位置し、金沢市、かほく市、津幡町、内灘町の２市２町

を区域としており、県土面積の約１６％を占めています。 

 地形は、北東側に宝達山、南東側に医王山、白山山系の山間地が連なっており、西に向かって山間・山

麓部、平野部、砂丘地の順に農地が開けています。 

 主要河川は、南部の金沢市では、犀川、浅野川、森下川の３河川が南東から北西に流下し、北部の河北

地区では、津幡川が東から、宇ノ気川が北から河北潟に注ぎ、主要な用水源となっています。 

 農業は、平坦地の河北潟沿岸地域を中心に水稲が作付けされており、海岸沿いの砂丘地では、スイカや

大根、甘藷などの他、ブドウや花きなどが生産されています。その他河北潟干拓地では、麦、大豆、野菜

類の生産や、酪農が行われています。 

 交通体系は、北陸新幹線やＩＲいしかわ線、ＪＲ七尾線、国道８号・１５９号線や北陸自動車道、里山

海道が縦貫しており、県内外との流通の動脈となっています。 

農業経営体 

林業経営体 

耕地面積 

森林面積 

組織図 

（令和６年４月１日現在） 

市 町 名 
総人口数

(人) 

農業 

経営体 

  
林業 

経営体 

  

個人 

経営体 

団体 

経営体 

  個人 

経営体 

団体 

経営体 

  

法人 法人 

金 沢 市 455,258  1,384  1,327  57  42  19  13  6  5  

か ほ く 市 35,170  278  260  18  13  6  4  2  1  

津 幡 町 36,791  350  312  38  27  13  12  1  1  

内 灘 町 26,004  56  47  9  8  0  0  0  0  

管 内 計 553,223  2,068  1,946  122  90  38  29  9  7  

県 計 1,101,105  9,890  9,293  597  468  416  374  42  35  

管内/県(%) 50.2%  20.9%  20.9%  20.4%  19.2%  9.1%  7.8%  21.4%  20.0%  

市 町 名 
総面積

（k㎡） 

耕地面積（ha） 森林面積（ha） 

田 畑 計 国有林 県有林 市町有林 その他 計 

金 沢 市 468.81  2,640  774 3,410  6,469  929  189  20,498  28,085  

か ほ く 市 64.44  755  463  1,220  4  66  108  2,240  2,418  

津 幡 町 110.59  1,420  375  1,790  16  758  38  4,827  5,639  

内 灘 町 20.33  118  443  561  ―  155  73  8  236  

管 内 計 664.17  4,933  2,055  6,981  6,489  1,908  408  27,573  36,378  

県 計 4,186.20  33,400  6,770  40,100  34,595  10,617  5,248  235,533  285,993  

管内/県(%) 15.9%  14.8%  30.4%  17.4%  18.8%  18.0%  7.8%  11.7%  12.7%  

（総面積：令和６年全国都道府県市町村別面積調、耕地面積：令和５年産作物統計調査 農林水産関係市町村別統計、森林面積：令和４年度石川県森林・林業要覧） 

・四捨五入による端数処理のため内訳の和が計と一致しないことがある。 

（総人口数：石川県の人口と世帯（令和６年４月１日）石川県総務部統計情報室、経営体：２０２０農林業センサス） 
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 農村漁村に都市住民を受け入れるグリーン・ツーリ

ズムやいしかわ農村ボランティア活動を通じて、農山

村理解促進、里山保全、耕作放棄地の解消に取り組ん

でいます。 

 鳥獣害防止活動を集落単位の

対策を推進しています。 

 農業・農村に対する豊かな感性を持つ子供を育てていくため、「いしかわ地産地消ネット

ワーク」形成事業を推進しています。また、管内では食育・地産地消のための取り組みを

行っています。 

 農山村には、農産物や伝統文化などの地域資源が

豊富にあります。生産者が主体となって、それらの

地域資源を有効活用し、生産から加工・販売などの

経営の多角化を行う６次産業化の取り組みに対する

サポートを行っています。 
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◎企業的経営体や集落営農組織の育成・発展に努めています。 

◎新規就農者や参入企業の営農定着を支援しています。 

◎農地中間管理事業を活用して農地集積を進めています。 

 食味が良く外観品質の良い米づくりに向け、

「うまい・きれい米づくり運動」（コシヒカリ玄

米タンパク含有率６．５％以下、整粒歩合８０％

以上、１等米比率９０％以上）に取り組んでいま

す。 

■担い手の状況 

（令和５年度 県央農林および県調べ） 

市 町 名 水 稲 大 麦 大 豆 

金 沢 市 1,840  22  42  

か ほ く 市 595 44 62  

津 幡 町 1,030  93  111 

内 灘 町 91 58  85  

管 内 計 3,556 216 300  

県 計 23,100  1,610  1,790  

管内/県(%) 15.3%  13.4%  16.8%  

■作物の栽培面積 [大麦、大豆の作付けは河北潟干拓地が中心」 

市 町 名 
認定農業者 

(人) 

集落営農 

組織(組織) 

新規就農者 

(人) 

金 沢 市 236  36  22  

か ほ く 市 84 14  9 

津 幡 町 84  20 0 

内 灘 町 38  1  5 

管 内 計 442  71  36 

県 計  集計中  集計中  123 

青年等就農計画の作成指導 

水稲の秋耕・土づくり研修会 

出典：作物統計調査 農林水産関係市町村別統計（水稲：R5年産、麦・大豆：R4年産） 

※集計について、能登半島地震のため一部集計中となっている 

■農地集積の状況 

市 町 名 
農地集積率 

(％) 

金 沢 市 53  

か ほ く 市 75 

津 幡 町 62 

内 灘 町 86 

管 内 計 63 

県 計 64 

（令和４年度 農林水産省調べ） 



 

 

◎砂丘地のすいか、だいこん、かんしょなどの主要品目のブランド化に取り組んでい

ます。 

◎石川県オリジナル品種、ぶどう「ルビーロマン」フリージア「エアリーフローラ」

なし「加賀しずく」の産地化に取り組んでいます。 

◎河北潟干拓地の農地は、１,０７１ｈａあり、昭和６１年から本格

営農が開始されています。 

◎麦類・大豆・水稲等の穀類や、すいか・こまつな・れんこん等の

野菜、なし・ぶどう等の果樹、そして酪農が営まれており、特に麦

類・大豆では大型機械を利用した大規模な生産が、酪農では乳用牛

の多頭飼育が行われています。（延べ作付面積１，２７３ｈａ、 

飼育頭数１，５７６頭） 

◎れんこんは新規就農者が徐々に増えています。 

大型機械による飼料作物の収穫 

■園芸品目の栽培面積、畜産の飼養頭数 

（令和5年度 県央農林総合事務所調べ） 

  
すいか 

(ha) 

かんしょ 

(ha) 

だいこん 

(ha) 

れんこん 

(ha) 

きゅうり 

(ha) 

トマト 

(ha) 

ぶどう 

(ha) 

なし 

(ha） 

りんご 

(ha) 

かき 

(ha) 

乳用牛 

(頭) 

豚 

(頭) 

作 付 面 積 152.5  89.6 50.8 45.0 6.2 7.6 55.1 40.8 14.5  18.0  1,576  1,542  

主 な 作 付 地 

 金沢市 
河北潟干拓地 

 かほく市 

 金沢市 

 かほく市 

 金沢市 

 かほく市 

河北潟干拓地 

 金沢市 
 金沢市  金沢市 

河北潟干拓地 

 かほく市 

 金沢市 
河北潟干拓地 

 金沢市 
河北潟干拓地 

 金沢市  かほく市 

 金沢市 

河北潟干拓地  かほく市 

（令和５年度 津幡農林事務所調べ） 
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 ほ場の大区画化や排水改善による農地の汎用化を図るなど、生産性の高い農地整備を行う

ことにより、担い手への農地集積を促進し、地域農業の安定と発展を目指します。 

 地すべり防止区域では、地すべりによる被害の未然防止や、軽減のための対策工事

等を実施し、安全・安心な地域づくりを目指します。 

 老朽化しているため池等を改修し、農業用水の安定供給を

図るとともに、ため池決壊等による災害を未然に防止し、農

地のみならず民家、人命、公共施設等を保全しています。 

市 町 名 
水田面積 

（農振地域） 
整備対象面積 

整備済み面積 

30a程度区画以上 整備率 

金 沢 市 2,362  1,281  595  46.4%  

か ほ く 市 689  644  509  79.0%  

津 幡 町 1,294  981  899  91.6%  

内 灘 町 71  71  54  76.0%  

管 内 計 4,416  2,977  2,057  69.1%  

県 計 31,497  27,067  22,793  84.2%  

■水田の整備状況 （単位：ｈａ） 

（令和６年３月末現在） 

市 町 名 ため池数 
  

改修済数 
防災重点ため池 

金 沢 市 181 59  7  

か ほ く 市 39  24  13  

津 幡 町 238  88  58  

内 灘 町 ―  ―  ―  

管 内 計 458  171  78  

県 計 2,214  1,179  451  

管内/県(%) 20.7%  14.5%  17.3%  

■ため池整備の状況 

（令和６年３月末現在） 

市 町 名 地区数 面積(ha) 備 考 

金 沢 市 6  391.49      

か ほ く 市 1  11.12     

津 幡 町 14  631.51    実施中2地区 

内 灘 町 ―  ―    

管 内 計 21  1,034.12    実施中2地区 

県 計 84  5,300.24    実施中2地区 

管内/県(%) 25.0%      19.5%      

■地すべり防止区域 

（令和６年３月末現在） 

県営ほ場整備事業 笠野地区  （河北郡津幡町字宮田） 

整備前 整備後 

県営震災対策農業施設整備事業 

津 幡 大 池 地 区      

（河 北 郡 津 幡 町 字 津 幡）      

改修後 

対策後 

地 す べ り 対 策 事 業  笠 島 地 区      

（かほく市笠島）         

整備前 整備後 



 

 

 地域協働による農地・農業用施設の資源の保全管理や農村環境の保全向上の取り組みのほか、

老朽化が進む施設の長寿命化の取り組みを支援しています。 

 中山間地域の農地の保全と多面的機能の確保を図るため、平坦地との生産条件の格差を補填する

中山間地域等直接支払制度を推進しています。 

 国営河北潟干拓建設事業（昭和３８～６０年度）で造成された、河北潟放水路防潮水門と４つの排水機

場などの施設を維持管理しています。 

 防潮水門は、海水の流入防止と河北潟干拓地ならびに周辺の洪水を排除することで利水及び治水上の正

常な機能を維持し、排水機場は干拓地内と西部承水路流域の排水を行っています。 

 国営造成施設の管理（河北潟基幹施設管理所） 

名  称 
ポンプ諸元 

口径（mm)×台数 排水量（㎥ ／ｓ） 

内 灘 排 水 機 場 

８００×２ ２．４  

１５００×２ ９．８  

１５００×１ ５．４  

津 幡 排 水 機 場 １５００×２ １０．４  

金 沢 排 水 機 場 ８００×２ ２．８  

宇ノ気排水機場 ８００×２ ２．６  

名  称 
水門諸元 

幅（m) 高（m) 門数 

河 北 潟 放 水 路 

防  潮  水  門 

２１．５ ５．３ ４ 

１４．０ ５．３ １ 

名  称 延長（m) 

幹  線  排  水  路 ７，０９３．６ 

金 沢 排 水 機 場 取 付 水 路 １，６２０．９ 

市 町 名 組織数 取組面積(ha) 

金 沢 市 94  2,027  

か ほ く 市 3  913  

津 幡 町 37  1,349 

内 灘 町 1  341 

管 内 計 135  4,630 

県 計 582  26,112  

管内/県(%) 23.2%  17.7%  

■多面的機能支払取り組み状況 

（令和６年３月末現在） 

市 町 名 組織数 取組面積(ha) 

金 沢 市 67  456  

か ほ く 市 5  39  

津 幡 町 33  403  

内 灘 町 ―  ―  

管 内 計 105  899  

県 計 446  5,191  

管内/県(%) 23.5%  17.3%  

■中山間地域等直接支払い取り組み状況 

（令和６年３月末現在） 



 

 

 管内の森林面積は３６，３８６ｈａで、犀川の

上流域など重要な水源地域を有しており、国有林

の割合が比較的高い特徴があります。 

 戦後に植林された人工林の多くが伐採適期を迎えるなか、今後は間伐に加えて主伐を計

画的に進めるとともに、生産された県産木材を使用した住宅・店舗等への助成を行うこと

で、建築物への県産木材の利用を推進します。 

 また、いしかわ森林環境税による放置竹林の除去や野生獣等の出没を抑制するための緩

衝帯整備に取り組んでいます。 

 管内の人工林は約９，０３０ｈａで、そのうち８割ほどをスギ

が占めています。 
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伐採した材を利用するために搬出した後の   

すぎ人工林（津幡町池ケ原地内） 

■県産木材生産量の推移 

（県央農林総合事務所調べ） 

内側：県央管内

外側：石川県 

スギ 76% 

マツ 9% 

広葉樹   

11% 

その他針葉樹         

4% 

市町名 種別 R1 R2 R3 R4 R5 

金沢市 
間伐等 2,732 2,189 3,688 2,634 2,114 

主伐 12,194 9,837 13,564 16,801 17,820 

かほく市 
間伐等 0 188 725 599 271 

主伐 0 45 1,065 1,271 2,411 

津幡町 
間伐等 2,393 2,330 1,755 1,189 324 

主伐 7,586 5,081 6,871 7,157 6,348 

計 
間伐等 5,125 4,606 6,168 4,422 2,709 

主伐 19,781 14,963 21,500 25,229 26,579 

合計   24,906 19,570 27,668 29,651 29,288 

（単位：㎥ ） 

※主伐には更新伐を含む 

・四捨五入による端数処理のため内訳の和が計と一致しないことがある。 



 

 

 治山事業は、山腹崩壊や土石流、地すべりなどの山地災害を未然に防止し、人家、公共施設等を保全して

います。 

 管内の林道密度は、１１．３ｍ/ｈａとなっています。 

低コスト林業の実現や林業経営の効率化を進めるため、路網の整備に取り組んでいきます。 

治山工事による山地保全（金沢市熊走町） 

地 す べ り 防 止 区 域 名 指定年月日 面積(ha) 

砂 子 坂 S41.4.9 17.90    

奥 新 保 S51.4.21 121.00    

熊 走 H元.9.25 57.60    

東 原 
S48.3.24 70.06    

S51.4.21 19.84    

月 浦 H9.2.21 7.00    

山 科 
H6.3.19 5.40    

H16.6.29 1.30    

桐 山 西 H27.9.7 5.13    

常 徳 H2.10.2 59.10    

倶 利 伽 羅 
S41.4.9 16.34    

S44.11.24 22.17    

種 H9.2.21 7.30    

三 国 山 H27.9.7 10.34    

管 内 計 11区域 420.48    

県 計 95区域 4,796.56    

管内/県(%) 11.6%    8.8%    

■地すべり防止区域 

（令和５年度末現在） 

危 険 地 区 名 
管 内 

箇所数 

県 計 

箇所数 

管内/県 

(%) 

崩壊土砂流出危険地区 256    1,381    18.5%   

山 腹 崩 壊 危 険 地 区 173    1,525    11.3%   

地 す べ り 危 険 地 区 27    404    6.7%   

な だ れ 危 険 地 区 41    234    17.5%   

計 497    3,544    14.0%   

■山地災害危険地区 

（令和５年度末現在） 

市 町 名 
民有林面積 

    (ha) 
路線数 

延長 

   (km) 

林道密度 

 (m/ha) 

金 沢 市 21,637 123  249.1  11.5  

か ほ く 市 2,415 8  19.5  8.1  

津 幡 町 5,620  34  70.0  12.5  

内 灘 町 236  0  0.0  0.0  

管 内 計 29,908  165  338.6  11.3  

県 計 251,561 1,092  2,077.27 8.3  

管内/県(%) 11.9%  15.1%  16.3%    

■林道の状況 

（令和４年度末現在） 
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